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１．はじめに 

本報告書は、「北陸電力株式会社志賀原子力発電所２号炉の原子炉建屋内に

雨水が流入した事象に係る対応について（指示）」（平成 28年 11月 16日 原

規規発第 1611162号）（以下「指示文書」という。）に基づき、再処理施設にお

ける建屋の貫通部から建屋内部への水の浸入を防ぐ措置の現況について調査

した結果について、報告するものである。 

なお、本改正版は、2016年 12月 26日報告（2016再工営発第 35号）に対し、

報告以降も追加で調査を行っていた建屋間の貫通部の調査結果が取りまとま

ったことから、併せて報告するものである。 

 

２．指示事項 

  指示文書に基づく具体的な調査事項については、2016 年 11 月 16 日に原子

力規制庁から提示された「外部溢水に対する防護対策の調査について」（安全

規制管理官（再処理・加工・使用担当）付）のとおりとする。なお、本文書

の “安全機能を有する機器・系統”は、指示文書の “再処理施設安全審査

指針に定める安全上重要な施設（以下「安全上重要な施設」という。）”と読

み替える。 

 

「外部溢水に対する防護対策の調査について」（安全規制管理官（再処理・加工・

使用担当）付）（抜粋） 

1)地表面上の貫通部（以下「調査事項 1）」とする） 

 ①調査対象建屋において、現状、外部溢水に対する当該建屋内への水の浸入

防止措置は、地表面上高さ何ｃｍまで措置がなされているか。（建屋の場所

によって地表面上の高さが変化する場合には、建屋の場所毎に回答を求め

る。） 

 ②「①」で示した地表面上の高さを決定した根拠（建屋の場所によって地表

面上の高さが変化する場合には、建屋の場所毎に回答を求める。） 

 ③地表面から「①」で示した地表面上高さまでに存在する建屋の各貫通部の

状況（貫通させている設備、貫通部がある建屋内部側の部屋に設置されて

いる安全機能を有する機器・系統）と各貫通部からの溢水浸入に対する防

護措置の内容（水密化の有無、貫通部の水密化以外の安全機能を有する機

器・系統を被水・浸水から防護する措置）。 

 ④「③」において、水の浸入を防ぐ措置をしていない貫通部については、当

該貫通部から浸入した水の影響を受ける可能性のある安全機能を有する機

器・系統。 

  具体的には、今回の調査では以下のいずれかの要件に該当する機器・系統 
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３．調査内容 

３．１ 調査内容 

 「２．指示事項」の対応として、再処理施設における外部溢水に対する防

護対策の実施状況について、洪水発生を想定した設計の有無について確認す

るとともに、地表面上の貫通部および地表面以下の貫通部を調査し、貫通部

  ・「③」において、水の浸入を防ぐ措置をしていないと回答した調査対象建

屋貫通部の当該建屋内開口部が存在する階の床面上に設置されている安

全機能を有する機器・系統。ただし、被水により機能喪失を防ぐ措置を

しているものを除く。また、当該貫通部の当該建屋内開口部が存在する

部屋の床面から内部溢水対策により区画分離されている床面に設置され

ている機器・系統を除く。 

2)地表面以下の貫通部（以下「調査事項 2）」とする） 

 ①調査対象の発電用原子炉施設又は再処理施設（以下「プラント」という。）

が、現在、洪水発生を想定した設計となっている場合には、外部溢水に対し

てプラントの安全性を確保するための現行の防護措置を調査 

 ②調査対象のプラントが、現在、洪水発生を想定した設計となっていない場合、

以下の点について調査 

  a.調査対象建屋の地下部にある当該建屋外部から当該建屋内部への貫通部

の箇所 

  b.「a.」の各貫通部を通じて調査対象建屋内への水の浸入を防ぐ措置 

  c.「b.」において、水の浸入を防ぐ措置をしていない貫通部については、当

該貫通部から浸入した水の影響を受ける可能性のある安全機能を有する

機器・系統 

   具体的には、今回の調査では以下のいずれかの要件に該当する機器・系統 

   ・「b.」において、水の浸入を防ぐ措置をしていないと回答した調査対象

建屋貫通部の当該建屋内開口部下の壁面に設置されている安全機能を

有する機器・系統。ただし、被水により機能喪失を防ぐ措置をしている

ものを除く。 

   ・「b.」において、水の浸入を防ぐ措置をしていないと回答した調査対象

建屋貫通部の当該建屋内開口部が存在する階の床面上に設置されてい

る安全機能を有する機器・系統。ただし、被水により機能喪失を防ぐ措

置をしているものを除く。また、当該貫通部の当該建屋内開口部が存在

する部屋の床面から内部溢水対策により区画分離されている床面に設

置されている機器・系統も除く。 
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から浸入した水による安全上重要な施設への影響について確認する。 

 なお、本改正版では 2016年 12月 26日に報告（2016再工営発第 35号）し

た建屋外壁の貫通部に、建屋間の貫通部を追加した。 

 
３．２ 調査対象 

調査対象は、以下の安全上重要な施設を内包する建屋を対象とする。（添付

資料－１参照） 

・使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 

・使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設用 安全冷却水系冷却塔Ｂ基礎 

・前処理建屋 

・分離建屋 

・精製建屋 

・ウラン脱硝建屋 

・ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 

・ウラン酸化物貯蔵建屋 

・ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋 

・高レベル廃液ガラス固化建屋 

・第 1ガラス固化体貯蔵建屋東棟 

・制御建屋 

・分析建屋 

・非常用電源建屋 

・主排気筒管理建屋 

 

３．３ 調査方法  

（１） 地表面上の貫通部の調査方法【調査事項 1）への対応】 

① 水の浸入を防ぐ措置の地表面上高さの調査 

調査対象建屋において、外部溢水に対する当該建屋内への水の浸入を

防ぐ措置が地表面上高さ何ｃｍまで措置がされているか確認する。 

② 「①」で示した地表面上高さを決定した根拠 

水が浸入する地表面上の高さを決定した根拠について確認する。 

③ 地表面から「①」で示した地表面上高さまでに存在する建屋の各貫通部

の状況 

地表面から「①」で示した地表面上高さまでに存在する建屋の各貫通

部（建屋間を含む）の状況について、後述する地表面以下の貫通部の調

査と同様の方法とする。 
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（２） 地表面以下の貫通部の調査方法【調査事項 2）への対応】 

① 再処理施設における洪水発生を想定した設計の有無を確認する。 

② 「①」で洪水発生を想定しない場合は、建屋外壁の貫通部を通じた

外部溢水による安全上重要な施設への影響について確認するため、

建屋外壁（建屋間を含む）の貫通部位置を確認する。 

③ 「②」で確認した貫通部について、当該貫通部のシールタイプ、貫

通対象物、シール材および水の浸入を防ぐ措置の有無を確認する。 

④ 「③」で確認した水の浸入を防ぐ措置を施していない貫通部がある

階に設置されている、水の影響を受ける可能性のある安全上重要な

施設の有無を確認する。 

 

４．調査結果 

（１） 地表面上の貫通部の調査結果【調査事項 1）への対応結果】 

① 水の浸入を防ぐ措置の地表面上高さの調査結果 

外部溢水に対する調査対象建屋の水の浸入防止高さは 30ｃｍである。 

② 「①」で示した地表面上高さを決定した根拠 

再処理施設の建設に際しては施設周辺環境条件を調査し、敷地付近で

観測された日最大１時間降水量 67ｍｍ（八戸特別地域気象観測所での観

測記録（1937年～1985年））を考慮し、建屋開口最低高さを 30ｃｍ以上

に設定している。 

 なお、日最大１時間降水量は、現在行われている安全審査における統

計期間（八戸特別地域気象観測所での観測記録（1937年～2016年 9月））

においても 67ｍｍである。 

 

③ 地表面から「①」で示した地表面上高さまでに存在する建屋の各貫通部

の状況 

調査対象建屋において地表面上 30ｃｍまでの高さにある貫通部につ

いて調査した結果、表－１に示すとおり使用済燃料受入れ・貯蔵建屋に

1箇所確認された。当該箇所は使用済燃料受入れ・貯蔵建屋から使用済

燃料輸送容器管理建屋へ使用済燃料輸送容器を搬送する通路であり、建

屋間の隙間は止水板で水の浸入を防ぐ措置が実施されている。 
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表－１ 調査対象建屋における地表面上 30ｃｍまでの高さにある貫通部の 

現況調査結果（建屋間の貫通部を含む） 

 

建屋名称 
貫通部箇所数 

(前回報告からの増) 

水の浸入を防ぐ措置が

未実施の貫通部箇所数 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 1(+1) 0 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設用 

安全冷却水系冷却塔Ｂ基礎 
0 ― 

前処理建屋 0 ― 

分離建屋 0 ― 

精製建屋 0 ― 

ウラン脱硝建屋 0 ― 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 0 ― 

ウラン酸化物貯蔵建屋 0 ― 

ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋 0 ― 

高レベル廃液ガラス固化建屋 0 ― 

第１ガラス固化体貯蔵建屋東棟 0 ― 

制御建屋 0 ― 

分析建屋 0 ― 

非常用電源建屋 0 ― 

主排気筒管理建屋 0 ― 

合 計 1(+1) ※ 0 

※：前回の報告から増加した 1箇所については、調査に建屋間の貫通部を追加したことに

伴うものである。 

 

（２） 地表面以下の貫通部の調査結果【調査事項 2)に対する対応結果】 

 ①洪水発生を想定した設計の有無調査 

再処理施設は、標高約 55ｍに整地造成されている。近傍の河川には、二又

川があり、敷地の北側の標高 5ｍから 1ｍの低地を流れ、尾駮沼に注いでいる。

この敷地環境の状況から判断して、再処理施設が洪水により影響を受けること

はない。従って洪水発生を想定した設計となっていないことから、調査事項

2)②（洪水発生を想定した設計となっていない場合）に記載された項目につい

て以下の調査を実施した。 
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②建屋外壁の貫通部を通じた外部溢水による安全上重要な施設への影響調査 

地表面以下に存在する貫通部を調査した結果を、表－２に示す。また、各建

屋の調査結果を添付資料－２に示す。 

地表面以下における貫通部は、合計で 540箇所確認され、前回報告から 176

箇所追加された。前回の報告から追加した 176箇所のうち、159箇所について

は調査に建屋間の貫通部を追加したことに伴うものである。また、17箇所に

ついては前回報告とした建屋外壁の貫通部に分類されるものであり、内訳は以

下のとおりである。 

① 調査結果が建屋間の貫通部と整理されていたために報告対象外とした

が、改めて確認した結果、建屋外壁の貫通部として追加報告するもの：

10箇所 

② 調査内容をとりまとめる段階で「貫通部なし」との調査報告があったた

め、当該箇所に貫通部がないものと誤認したことにより報告対象外とし

たが、改めて確認した結果、本来貫通部とすべきであったことから追加

報告するもの：5箇所 

③ 一般共同溝の排水設備構造は、一般共同溝の区分毎に特異な構造を有し

ていることから、改めて一般共同溝の排水設備について再調査した結果、

貫通部として追加報告するもの：１箇所 

④ 今回の建屋間の調査で「扉」を貫通部として定義し報告対象としたが、

前回報告範囲に貫通部として報告すべき扉があったかどうかを改めて

調査した結果に基づき、貫通部として追加報告するもの：１箇所 

 

地表面以下における貫通部 540箇所に対し、水の浸入を防ぐ措置が未実施の

貫通部は、59箇所であった。 

当該 59箇所に対し、貫通部下の壁面に設置されている水の影響を受ける可

能性のある安全上重要な施設はないことを確認した。 
 

また、同貫通部に対し、貫通部がある階の床面に設置されている水の影響を

受ける可能性のある安全上重要な施設の有無を確認し、28箇所の貫通部につ

いては、貫通部のある階の床面に設置されていることを確認した。（添付資料

－３ 参照） 
なお、地表面以下における貫通部のうち、水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫

通部 59箇所については、前回報告から 2箇所追加となっているが、貫通部が

ある階の床面には水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施設は設置さ

れていない。 

 
上記、貫通部のある階の床面に水の影響を受ける可能性のある安全上重要な

施設が設置されているものを対象として、貫通部から水が浸入した場合の安全

上重要な施設への影響について、「５．水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部

から浸入した水により影響を受ける可能性のある安全上重要な施設への影響

評価」にて評価を行う。 
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表－２ 調査対象建屋における地表面以下の貫通部の調査結果 

（建屋間の貫通部を含む） 

建屋名称 
貫通部箇所数(前

回報告からの増) 

水の浸入を防ぐ

措置が未実施の

貫通部箇所数(前

回報告からの増) 

水の浸入を防ぐ措置が

未実施の貫通部下の壁

面に設置されている水

の影響を受ける可能性

のある安全上重要な施

設の有無 

水の浸入を防ぐ措置が

未実施の貫通部のある

階の床面に設置されて

いる水の影響を受ける

可能性のある安全上重

要な施設の有無[該当す

る貫通部箇所数] 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 57(+33) 11 無 有※2[11] 

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施

設用 安全冷却水系冷却塔Ｂ基礎 
13(+1) 9(+1) 無 有※2[2] 

前処理建屋 110(+35) 0 無 無 

分離建屋 62(+13) 1 無 有※2[1] 

精製建屋 22 4 無 有※2[4] 

ウラン脱硝建屋 30(+1) 16(+1) 無 無 

ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 39(+1) 5 無 有※2[5] 

ウラン酸化物貯蔵建屋 11(+11) 0 無 無 

ウラン・プルトニウム混合酸化物貯

蔵建屋 
11(+6) 0 無 無 

高レベル廃液ガラス固化建屋 24(+18) 0 無 無 

第１ガラス固化体貯蔵建屋東棟 13(+3) 0 無 無 

制御建屋 39(+22) 5 無 有※2[5] 

分析建屋 49(+32) 0 無 無 

非常用電源建屋 50 0 無 無 

主排気筒管理建屋 10 8 無 無 

合 計 540(+176)※1 59(+2) ― [28]（0） 

 

 

 

 

 

 

※1：前回の報告から追加した 176 箇所のうち、159箇所については調査に建屋間の貫通部を追加したことに伴
うもの。17箇所については前回報告した建屋外壁の貫通部に分類されるもの。 
17箇所の内訳は以下のとおり。 
① 調査結果が建屋間の貫通部と整理されていたために報告対象外としたが、改めて確認した結果、建屋外

壁の貫通部として追加報告するもの：10箇所 
② 調査内容を取りまとめる段階で「貫通部なし」との調査報告があったため、当該箇所に貫通部がないも

のと誤認したことにより報告対象外としたが、改めて確認した結果、本来貫通部とすべきであったこと
から追加報告するもの：5箇所 

③ 一般共同溝の排水設備構造は、一般共同溝の区分毎に特異な構造を有していることから、改めて一般共
同溝の排水設備について再調査した結果、貫通部として追加報告するもの：１箇所 

④ 今回の建屋間の調査で「扉」を貫通部として定義し報告対象としたが、前回報告範囲に貫通部として報
告すべき扉があったかどうかを改めて調査した結果に基づき、貫通部として追加報告するもの：１箇所 

※2：水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部から浸入した水による安全上重要な施設への影響については「５．
水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部から浸入した水により影響を受ける可能性のある安全上重要な施設
への影響評価」にて評価する。 
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５．水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部から浸入した水により影響を受ける

可能性のある安全上重要な施設への影響評価 

水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部 28 箇所については、いずれの建屋に

おいても一般共同溝に繋がっている。浸入した水により影響を受ける可能性の

ある安全上重要な施設への影響評価を行うにあたり、水の浸入を防ぐ措置が未

実施の貫通部と繋がる一般共同溝における発生水量が必要となることから、発

生した水を収集・排水するエリア毎に一般共同溝を便宜上４つに区分した（添

付資料－４）。 

一般共同溝には、一般共同溝に浸入した水等を収集・排水するための設備が

設置されており、一般共同溝区分１、３、４には、重力流にて一般共同溝内の

水をピットへ収集する静的機能を有する設備が設置されるとともに、ピットに

溜まった水を検知し、排水ポンプが自動起動することで排水する動的機能を有

する設備が設置されている（図１、図３）。 

一般共同溝区分２には、重力流にて一般共同溝内の水をピットへ収集する静

的機能を有する設備が設置されている。なお、当該区分の収集水量に対して、

ピットは十分な容積を有することから、自然蒸発にて排水する設計としている

（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１  (区分１)の排水設備概念図     図２  (区分２)の排水設備概念図 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

図３  (区分３、４)の排水設備概念図 
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したがって、水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部から水が浸入した場合に

おける、水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施設への影響を評価する

ため、仮に一般共同溝の収集・排水機能を期待しないと仮定し、以下の評価を

行った。 

●一般共同溝における建屋貫通部へ水が到達するまでの時間余裕評価（一次評

価） 

●水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部より建屋内に水が浸入した場合の時間

余裕評価（二次評価） 

 

５．１ 一般共同溝における建屋貫通部へ水が到達するまでの時間余裕評価 

（一次評価） 

浸入した水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施設への影響評価と

して、建屋貫通部に水が到達するまでの時間余裕について、評価を行った。 

一般共同溝における発生水量については、過去（2016 年 1 月～12 月）の１

日あたりの排水実績から一般共同溝最大発生水量を推定した。 

この最大発生水量と一般共同溝有効体積をもとに水の浸入を防ぐ措置が未

実施の一般共同溝の貫通部から建屋内に水が浸入するまでの時間余裕を評価

した結果、最も短いものでも約 176時間（約 7日間）の時間余裕があることを

確認した（表－３、添付資料－４）。 

 

表－３ 一般共同溝における建屋貫通部へ水が到達するまでの 

時間余裕評価結果 

区分 
一般共同溝有効体積Ｖ 

（ｍ3） 

一般共同溝最大発生水量Ｗ 

（ｍ3/ｈ） 

時間余裕Ｐ

(ｈ) 

区分１ 約 3.3×102 約 1.9×100 約 176 

区分２ 約 1.2×102 約 1.9×10-1 ※ 約 632 

区分３ 約 1.6×101 約 4.0×10-2 ※ 約 400 

区分４ 約 4.8×100 約 2.5×10-2 ※ 約 192 

※：当該区分は、排水実績が確認できないことから、一般共同溝内全域のうち、排水実績

の確認が可能な区分における単位面積あたりの一般共同溝最大発生水量が最大とな

る値を用いて算出した。 

 

なお、水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部のある一般共同溝のうち、使用

済燃料受入れ・貯蔵建屋地下１階と使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設用 

安全冷却水系冷却塔Ｂ基礎を繋ぐ一般共同溝については、一般共同溝そのもの
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が貫通部となっており、一般共同溝の床面から貫通部までの高さが 0.00ｍで

あることから、建屋貫通部に水が到達するまでの時間余裕の評価が出来ないた

め、水の浸入を防ぐ措置の有無、および貫通部からの水が浸入する可能性につ

いて確認し、接するすべての建屋との間には、止水板が設置され水の浸入を防

止するための措置が講じられている等により水が浸入する可能性がないと評

価した（添付資料－５）。 

 
５．２ 水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部より建屋内に水が浸入した場合

の時間余裕評価（二次評価） 

  一般共同溝から水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部を通じて建屋内に水

が浸入した場合の影響について評価した。なお、当該評価の対象となる水の浸

入を防ぐ措置が未実施の貫通部のうち、使用済燃料受入れ･貯蔵建屋地下１階

の貫通部については、５．１に示したとおり、貫通部が存在する一般共同溝に

水が浸入する可能性がないと評価（添付資料－５）していることから、本評価

の対象より除外する。 

 
  安全上重要な施設については、基礎等により設備の位置が床面よりも高い

位置にあるものもあることから、安全上重要な施設の機能が喪失するまでに

有意な機能喪失高さ（床面レベルから安全機能を損なうおそれがある構成機

器までの高さ）を有している（表－４－１）。 
このため、一般共同溝から水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部を通じて建

屋内に水が浸入した場合の影響について、水の影響を受ける可能性のある安全

上重要な施設の機能喪失高さに到達するまでの時間余裕の評価を（１）にて実

施した。評価にあたっては水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施設の

うち、その階における最も低い機能喪失高さ（機能喪失最低高さ）の施設につ

いて評価した。【二次評価①】 
 
また、表－４－２に示すように機能喪失高さが 0.00ｍとなる水の影響を受

ける可能性のある安全上重要な施設もあることから、当該施設に対する水が浸

入した場合の影響についての評価を（２）にて実施した。【二次評価②】 
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表－４－１ 水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施設の機能喪失最低

高さ一覧（有意な機能喪失高さを有する場合） 

建屋名称 階 区画※ 

当該区画における安全

上重要な施設の機能喪

失最低高さ（ｍ） 

該当する安全上重要な施設 

使用済燃料受入れ・貯

蔵建屋 
地下 2階 (5) 約 0.55 

プール水浄化・冷却設備 プ

ール水冷却系 

使用済燃料の受入れ施

設及び貯蔵施設用 安

全冷却水系冷却塔 B 基

礎 

地下 2階 (3) 約 0.36 電気設備 

分離建屋 地下 1階 (6) 約 0.13 電気設備 

精製建屋 地下 1階 (5) 約 0.93 計測制御設備 

ウラン・プルトニウム

混合脱硝建屋 

地下 1階 (7) 約 0.01 電気設備 

地下 2階 (3),(5) 約 0.25 
（ＭＯＸ粉末等を取り扱う

室） 

制御建屋 

地下 1階 (1) 約 0.15 計測制御設備 電気設備 

地下 2階 (1) 約 0.03 電気設備 

※：添付資料－３に示す水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施設が設置される区

画を表す。 

 
表－４－２ 機能喪失高さが 0.00ｍとなる水の影響を受ける可能性のある 

安全上重要な施設一覧 

建屋名称 階 区画※ 

当該区画における安全

上重要な施設の機能喪

失最低高さ（ｍ） 

該当する安全上重要な施設 

使用済燃料受入れ・貯

蔵建屋 
地下 2階 (1) 0.00 

計測制御設備 燃焼度計測装

置 

※：添付資料－３に示す水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施設が設置される区

画を表す。 
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（１） 有意な機能喪失高さがある水の影響を受ける可能性のある安全上重要

な施設に対する評価【二次評価①】 

水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施設の機能喪失最低高さＨ

に水が到達するまでの時間余裕ＰＬは、以下の（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）式を用い

て評価した。 
 
 最低機能喪失高さまでの時間余裕ＰＬ（ｈ）＝ 

当該区画における水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施設の

機能喪失最低高さＨ（ｍ）÷ 
建屋内に浸入した水の上昇速度Ｄ（ｍ/ｈ）・・・（Ａ） 

 建屋内に浸入した水の上昇速度Ｄ（ｍ/ｈ）＝ 
一般共同溝最大発生水量Ｗ（ｍ3/ｈ）÷有効床面積Ｓｆ（ｍ2）・・・（Ｂ） 

 有効床面積Ｓｆ ＝ 各フロアの区画面積（ｍ2）－ 
区画内の機器基礎面積（ｍ2）－セル面積（ｍ2）・・・（Ｃ） 

 
上記より、各建屋における水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施設

の機能喪失最低高さＨに到達するまでの時間余裕ＰＬを評価した結果、最も短

い設備でも約 41 時間（約 2 日）の時間余裕があることを確認した（表－５）。 
 

表－５ 水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部より建屋内に水が浸入した

場合の時間余裕評価結果（有意な機能喪失高さを有する場合） 

建屋名称 階 

水の影響を

受ける可能

性のある安

全上重要な

施設の機能

喪失最低高

さＨ（ｍ） 

一般共同溝

最大発生水

量Ｗ 

（ｍ3/ｈ） 

有効床 

面積Ｓｆ 

（ｍ2） 

建屋内に浸

入した水の

上昇速度Ｄ 

（ｍ/ｈ） 

最低機能喪失

高さまでの時

間余裕ＰＬ

（ｈ） 

使用済燃料受入れ・貯蔵建

屋 
地下 2階 約 0.55 

約 4.0×10-2 

（区分３） 
約 3900 約 1.1×10-5 約 50000   

使用済燃料の受入れ施設

及び貯蔵施設用 安全冷

却水系冷却塔Ｂ基礎 

地下 2階 約 0.36 
約 1.9×10-1 

（区分２） 
約 1000 約 1.9×10-4 約 1894   

分離建屋 地下 1階 約 0.13 約 1.9×100 

（区分１） 

約 2700 約 7.1×10-4 約 183   

精製建屋 地下 1階 約 0.93 約 3300 約 5.8×10-4 約 1603   

ウラン・プルトニウム 

混合脱硝建屋 

地下 1階 約 0.01 
約 2.5×10-2 

（区分４） 
約 3300 約 7.6×10-6 約 1315   

地下 2階 約 0.25 
約 1.9×100 

（区分１） 

約 3400 約 5.6×10-4 約 446   

制御建屋 
地下 1階 約 0.15 約 2100 約 9.1×10-4 約 164   

地下 2階 約 0.03 約 2600 約 7.3×10-4 約 41   
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（２） 機能喪失高さ 0.00ｍの水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施

設に対する評価【二次評価②】 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋地下 2 階には機能喪失高さが 0.00ｍの水の

影響を受ける可能性のある安全上重要な施設（計測制御設備 燃焼度計測装

置）が設置されている。この施設について、建屋内に水が浸入し、到達する

までの時間余裕について評価した。使用済燃料受入れ・貯蔵建屋地下 2階に

おける機能喪失高さが 0.00ｍの水の影響を受ける可能性のある安全上重要

な施設と水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部との位置関係を添付資料－

６に示す。また、機能喪失高さが 0.00ｍの水の影響を受ける可能性のある

安全上重要な施設と貫通部との距離について表－６－１にまとめた。 

 
表－６－１ 機能喪失高さが 0.00ｍの水の影響を受ける可能性のある安全上重

要な施設と水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部との距離（使用

済燃料受入れ・貯蔵建屋） 

建屋名称 階 
該当する安全上重要

な施設 

一般共同溝最大発生
水量Ｗ 

（ｍ3/ｈ） 

距離（ｍ） 
扉開口部ま
での高さ

（ｍ） 

水の想定浸入

経路上に設置
された 

床ドレンの数 

使用済燃料受入れ・貯

蔵建屋 
地下 2階 

計測制御設備 

燃焼度計測装置 

約 4.0×10-2 

（区分３） 
約 38 約 0.15 3 

 
使用済燃料受入れ・貯蔵建屋地下 2階においては、水の浸入を防ぐ措置

が未実施の貫通部から、機能喪失高さが 0.00ｍの水の影響を受ける可能性

のある安全上重要な施設までの最短距離は約 38ｍであった。また、水の想

定浸入経路上には床ドレンが 3箇所設置されている。さらに、経路上にあ

る扉は扉開口部までの高さが約 0.15ｍあることから、仮に床ドレンの機能

を期待しないと仮定し５．２（１）と同様の評価を行った結果、表－６－

２に示すとおり、浸入した水が扉開口部に到達するまで約 13636時間の時

間余裕があることを確認した。また、計測制御設備 燃焼度計測装置につ

いては、水が浸入した場合に当該設備の機能に影響を及ぼす可能性はある

が、使用済燃料の取扱を停止することで、安全に影響を及ぼすことはない。 

 

表－６－２ 水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部より建屋内に水が浸入し
た場合の機能喪失高さが 0.00ｍの水の影響を受ける可能性のあ
る安全上重要な施設の時間余裕評価結果（使用済燃料受入れ・貯
蔵建屋） 

建屋名称 階 
扉開口部まで

の高さ（ｍ） 

一般共同溝最大

発生水量Ｗ（ｍ3/

ｈ） 

有効床 

面積Ｓｆ 

（ｍ2） 

建屋内に浸入し

た水の上昇速度

Ｄ（ｍ/ｈ） 

扉開口部高さまで

の時間余裕（ｈ） 

使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 地下 2階 約 0.15 
約 4.0×10-2 
（区分３） 

約 3900 約 1.1×10-5 約 13636   
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５．３ 水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部から浸入した水により影響を受

ける可能性のある安全上重要な施設への影響評価（まとめ） 

水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部を通じて、一般共同溝から水が浸入す

ることによる、水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施設への影響につ

いて評価を実施した結果を表－７にまとめる。これより、最も水の影響を受け

る可能性がある安全上重要な施設は、水が到達するまでの時間余裕が最も短い

制御建屋地下２階（電気設備（水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施

設の機能喪失高さ 0.03ｍ））であった。 

当該施設については、 

①一般共同溝には、水を収集、排水する設備が設置されている 

②仮にこの排水機能を考慮しない場合においても、一般共同溝から建屋内に

水が浸入するまでには約 176時間（約 7日間）の時間余裕がある 

③建屋内に水が浸入した場合にも、水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部か

ら浸入した水が、水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施設に到

達するまでには約 41時間（約 2 日）の時間余裕がある 

ことから、水の影響を受ける可能性はないと評価する。 
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を確認した。 

以上より、外部溢水が水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施設へ影

響を及ぼすことはないことを確認した。 

 

７．建屋間貫通部等への雨水流入事象について 

  2016年 8月 17日、分析建屋および出入管理建屋の建屋の隙間（以下「100mm

ギャップ」という。）に雨水が流入し、建屋間の貫通部から建屋内へ雨水が浸

入する事象が発生した。 

また、本事象を受け、他建屋においても同様の雨水流入がないか確認したと

ころ、程度の差はあるものの複数の建屋等で確認され、分析建屋および出入管

理建屋での事象も含めて合計 10件の雨水流入が確認された。 

雨水の流入は配管、電線管およびケーブルトレイの貫通部、躯体取り合い箇

所、電線管用ハンドホール等で発生し、主にシール部分の劣化、電線管プルボ

ックスのドレン穴仕舞い不良、ハンドホールへの地下水の逆流等によるもので

あった。 

いずれの事象も、安全上重要な施設への影響はなかったことを確認している。

各事象に対する概要および対応状況を表－８に示す。 

  各発生事象については不適合管理を行っているところであるが、更なる対

策として「雨水流入の防止」の観点から改めて各発生事象の特徴を踏まえ、

６つに分類した対策を検討した。対策内容を表－９に示す（各発生事象と対

策の紐付けは表－８に記載）。今後、該当箇所に対する対策を計画的に進めて

いく。 

なお、10 件の雨水流入箇所と、本報告に係る調査対象との関係については

表－１０のとおり整理される。 
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表－８ 2016年 8月 17日以降に発生した雨水流入事象一覧 

番号 件名 概要 

雨水

流入

量 

雨水が流入し

た部屋に安全

上重要な施設

の有無 

対応状況 対策※3 

1 
分析建屋で

の雨水流入 

地下３階東西第 1 廊下において

配管の壁貫通部から雨水の流入

を確認。 

約

200L 
無 

応急措置として貫

通処理のブーツ破

損部にコーキング

でシールした。 

対策１ 

および 

対策２ 
2 

出入管理建

屋での雨水

流入 

①北第 1 配管室において配管の

壁貫通部から雨水が流入し、床ド

レンにて分析建屋の貯槽に回収

されていることを確認。 

②地下 2 階冷凍機室において配

管貫通部から雨水の流入を確認。 

① 

約 

30ｍ3 

② 

約 50L 

無 

3 

第 1 ガラス

固化体貯蔵

建屋での雨

水流入 

1 階搬送室においてケーブルト

レイ貫通部からの雨水の流入を

確認。屋外電線管プルボックスの

ドレン穴にゴム栓がついたまま

であった。 

約 

1L 
無 

電線管プルボック

スのドレン穴に取

り付けられていた

ゴム栓を取り外し

た。 

対策４ 

4 

ウラン・プ

ルトニウム

混合酸化物

貯蔵建屋で

の雨水流入 

地下 4階台車移動室において、二

重壁点検扉のゴムパッキン付ア

クリル板のパッキンの隙間から

雨水の流入を確認。 

約

0.5L 
無 

アクリル板を清掃

復旧し、周囲にコ

ーキングを実施し

た。 

対策５ 

5 

前処理建屋

での雨水流

入 

1階安全蒸気 A室において配管の

壁貫通部から雨水の流入を確認。 

約 

1L 

有 

（但し没水※ 1

および被水※２

の観点からの

影響評価にお

いて問題ない

ことを確認） 

壁貫通部のコーキ

ング処置を実施し

た。 

対策１ 

6 

ユーティリ

ティ建屋で

の雨水流入 

地下 1 階変圧器下部室において

ケーブルトレイ貫通部から雨水

の流入を確認。 

約 5L 無 

壁貫通部のコーキ

ング処置を実施し

た。 

対策１ 

7 
低レベル廃

棄物処理建

屋と洞道の

取り合い箇

所での雨水

流入 

低レベル廃棄物処理建屋と洞道

の取り合い箇所において躯体取

り合い箇所から雨水の流入を確

認。（1回目） 

約 6L 無 
応急措置として、

雨水を排水側溝へ

導く土手を設置し

た。 

対策６ 

8 

低レベル廃棄物処理建屋と洞道

取り合い箇所において躯体取り

合い箇所から雨水の流入を確認。

（2回目） 

約 6L 無 

9 

一般共同溝

での雨水流

入 

一般共同溝において、屋外に設置

されている電線管用ハンドホー

ルから電線管を介して雨水の流

入を確認。流入した雨水は排水設

備により回収されていることを

確認。調査によりハンドホール内

の排水口からの地下水の逆流を

確認。 

約 2m3 無 

ハンドホール内の

排水口に逆止弁を

設置した。 

対策３ 

10 使用済燃料

受入れ・貯

蔵建屋での

雨水流入 

常非常用空調機室において排気

管保温材の隙間から雨水の流入

を確認。 

約

0.1L 
無 

保温板金工事を実

施した。 
対策１ 

※1：当該部屋への雨水流入量約 1Lによる没水高さは 0.00mであり、没水影響評価は問題ない。 

※2：安全上重要な施設である蒸気ボイラおよび当該制御盤と雨水流入箇所との距離は、それぞれ約 1mおよび 7m

であること、また、雨水流入箇所から壁づたいに垂れ流れた痕跡があること、および流入した雨水（1L）

の床面の液溜まり状況から判断した。 

※3：対策については表－９に示す。 
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表－９ 雨水流入防止対策内容 

 
表－１０ 調査対象との関係整理 

 
図４ ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋での雨水流入事象の概要 

  

対策 対策部位 対策内容 

対策１ 建屋外との貫通部 

屋外との貫通部のうち、雨水浸入が影響を与える可能性のある安全上重要

な施設がある箇所について、止水処置（ブーツ、コーキング等）の劣化に

対し定期的に保全を行う。 

対策２ 
100mm ギャップへ

の雨水流入箇所 

雨水流入対策（止水板欠陥部まで 100mm ギャップへ緩衝材充填）もしくは

排水対策（サブドレンピットへ横引き管設置）を検討し実施する。 

他の 100mmギャップについても水平展開を行う。 

対策３ 
ハンドホールを介

した電線管 

ハンドホールの電線管貫通部の隙間から建屋へ雨水流入しないよう、適切

な箇所を止水する。 

対策４ 
電線管プルボック

スのドレン穴 

建屋の屋外に設置されている電線管プルボックス（密閉構造のものを除く）

に対し、 ドレン穴にゴム栓がついたままとなっているものはゴム栓を外

す。 

対策５ 

二重壁の点検扉の

内部にあるアクリ

ル板 

二重壁の点検扉の内部にあるゴムパッキン付アクリル板に対し、板の周囲

をコーキング処置する。 

対策６ 

躯体取り合い箇所

からの雨水流入箇

所 

躯体取合い箇所の補修方法について検討し、補修を行う。 

表－８の 

事象番号 
調査対象 調査対象との関係整理 

1 対象 
地表面下の分析建屋と出入管理建屋間の貫通部であり、分析建屋は安全上重

要な施設を内包する建屋であるため。 

2,6,7,8,9 対象外 発生場所が安全上重要な施設を内包する建屋ではないため。 

3,5,10 対象外 
安全上重要な施設を内包する建屋で発生した事象であるが、地表面上の水の

浸入を防ぐ措置の高さより上の位置する貫通部で発生した事象であるため。 

4 対象外 
建屋外壁の貫通部ではないため。（図４参照。当該箇所は建屋の二重壁点検

扉のゴムパッキン付アクリル板） 
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８．おわりに 

再処理施設における建屋の貫通部から建屋内部への水の浸入を防ぐ措

置の現況について、地表面上貫通部および地表面以下の貫通部を調査する

とともに、水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施設への影響につ

いて確認し、問題のないことを確認した。また、2016年 8月 17日以降に

発生した雨水流入事象については、今後も引続き対策を計画的に進めてい

く。 

以 上 
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添付資料－２ 

 
 
 
 
 
 
 
 

地表面以下の貫通部の調査結果 
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使用済燃料受入れ・貯蔵建屋(1/2)

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

1 地下1階 洞道 配管 モルタル 有 － －

2 地下1階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

3 地下1階 洞道 配管 モルタル 有 － －

4 地下1階 洞道 配管 無 無 無 有

5 地下1階 洞道 配管 無 無 無 有

6 地下1階 洞道 配管 無 無 無 有

7 地下1階 洞道 配管 シール材 有 － －

8 地下1階 洞道 配管 シール材 有 － －

9 地下1階 洞道 配管 シール材 有 － －

10 地下1階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

11 地下1階 洞道 配管 シール材 有 － －

12 地下1階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

13 地下1階 建屋 電線管 止水板 有 － －

14 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

15 地下1階 建屋 扉 止水板 有 － －

16 地下1階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

17 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

18 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

19 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

20 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

21 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

22 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

23 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

24 地下1階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

25 地下1階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

26 地下1階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

27 地下2階 洞道 配管 無 無 無 有

28 地下2階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

29 地下2階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

30 地下2階 洞道 配管 無 無 無 有

31 地下2階 洞道 配管 シール材 有 － －

32 地下2階 洞道 配管 モルタル 有 － －

33 地下2階 洞道 配管 モルタル 有 － －

34 地下2階 洞道 配管 無 無 無 有

35 地下2階 洞道 配管 モルタル 有 － －

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無
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使用済燃料受入れ・貯蔵建屋(2/2)

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無

36 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

37 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

38 地下2階 洞道 配管 シール処理 有 － －

39 地下2階 洞道 配管 無 無 無 有

40 地下2階 建屋 配管 止水板 有 － －

41 地下2階 建屋 配管 止水板 有 － －

42 地下2階 建屋 配管 止水板 有 － －

43 地下2階 建屋 配管 止水板 有 － －

44 地下2階 建屋 配管 止水板 有 － －

45 地下2階 建屋 配管 止水板 有 － －

46 地下2階 建屋 配管 止水板 有 － －

47 地下2階 建屋 配管 止水板 有 － －

48 地下2階 建屋 配管 止水板 有 － －

49 地下2階 建屋 配管 止水板 有 － －

50 地下2階 建屋 配管 止水板 有 － －

51 地下2階 建屋 ダクト 止水板 有 － －

52 地下2階 建屋 配管 止水板 有 － －

53 地下3階 建屋 ダクト 止水板 有 － －

54 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

55 地下3階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

56 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

57 地下3階 建屋 扉 止水板 有 － －
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使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設用
安全冷却水系冷却塔Ｂ基礎

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ

措置の有無
開口部下の壁面

開口部が存在する階
の床面

1 地下1階 洞道 配管 シール材 有 － －

2 地下1階 洞道 配管 モルタル 有 － －

3 地下1階 洞道 配管 シール材 有 － －

4 地下1階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 無

5 地下1階 洞道 配管 無 無 無 無

6 地下1階 洞道 配管 無 無 無 無

7 地下1階 洞道 ダクト 無 無 無 無

8 地下1階 洞道 ダクト シール処理 有 － －

9 地下1階 洞道 配管 無 無  無  無

10 地下1階 洞道 配管 無 無  無  無

11 地下1階 洞道 扉 無 無 無 無

12 地下2階 洞道 配管 無 無 無 有

13 地下2階 洞道 配管 無 無 無 有

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける

可能性のある安全上重要な施設の有無

貫通部
Ｎｏ．

24



前処理建屋(1/4)

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

1 地下1階 屋外 配管 モルタル 有 － －

2 地下1階 屋外 配管 モルタル 有 － －

3 地下1階 屋外 無 モルタル 有 － －

4 地下1階 屋外 配管 閉止板 有 － －

5 地下1階 屋外 配管 閉止板 有 － －

6 地下1階 屋外 配管 閉止板 有 － －

7 地下1階 屋外 配管 閉止板 有 － －

8 地下1階 屋外 無 モルタル 有 － －

9 地下1階 屋外 無 モルタル 有 － －

10 地下1階 建屋 扉 止水板 有 － －

11 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

12 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

13 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

14 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

15 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

16 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

17 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

18 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

19 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

20 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

21 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

22 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

23 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

24 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

25 地下1階 屋外 無 モルタル 有 － －

26 地下1階 屋外 無 モルタル 有 － －

27 地下3階 屋外 無 モルタル 有 － －

28 地下3階 屋外 無 モルタル 有 － －

29 地下3階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

30 地下3階 洞道 配管 閉止板 有 － －

31 地下3階 洞道 配管 閉止板 有 － －

32 地下3階 洞道 配管 閉止板 有 － －

33 地下3階 洞道 無 モルタル 有 － －

34 地下3階 洞道 ケーブルトレイ モルタル 有 － －

35 地下3階 洞道 ケーブルトレイ モルタル 有 － －

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無
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前処理建屋(2/4)

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無

36 地下3階 洞道 ケーブルトレイ モルタル 有 － －

37 地下3階 洞道 ケーブルトレイ モルタル 有 － －

38 地下3階 洞道 配管 閉止板 有 － －

39 地下3階 洞道 ケーブルトレイ モルタル 有 － －

40 地下3階 洞道 ケーブルトレイ モルタル 有 － －

41 地下3階 洞道 ケーブルトレイ モルタル 有 － －

42 地下3階 洞道 ケーブルトレイ モルタル 有 － －

43 地下3階 洞道 ケーブルトレイ モルタル 有 － －

44 地下3階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

45 地下3階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

46 地下3階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

47 地下3階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

48 地下3階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

49 地下3階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

50 地下3階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

51 地下3階 洞道 ダクト 閉止板 有 － －

52 地下3階 洞道 配管 モルタル 有 － －

53 地下3階 洞道 配管 モルタル 有 － －

54 地下3階 洞道 配管 モルタル 有 － －

55 地下3階 洞道 ダクト シール処理 有 － －

56 地下3階 洞道 配管 モルタル 有 － －

57 地下3階 洞道 配管 モルタル 有 － －

58 地下3階 屋外 無 モルタル 有 － －

59 地下3階 屋外 無 モルタル 有 － －

60 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

61 地下3階 建屋 扉 止水板 有 － －

62 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

63 地下3階 屋外 無 モルタル 有 － －

64 地下4階 屋外 無 モルタル 有 － －

65 地下4階 屋外 無 モルタル 有 － －

66 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

67 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

68 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

69 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

70 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －
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前処理建屋(3/4)

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無

71 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

72 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

73 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

74 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

75 地下4階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

76 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

77 地下4階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

78 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

79 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

80 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

81 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

82 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

83 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

84 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

85 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

86 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

87 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

88 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

89 地下4階 洞道 ケーブルトレイ モルタル 有 － －

90 地下4階 洞道 ケーブルトレイ モルタル 有 － －

91 地下4階 洞道 ケーブルトレイ モルタル 有 － －

92 地下4階 洞道 ケーブルトレイ モルタル 有 － －

93 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

94 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

95 地下4階 洞道 配管 閉止板 有 － －

96 地下4階 屋外 無 モルタル 有 － －

97 地下4階 建屋 配管 止水板 有 － －

98 地下4階 建屋 配管 止水板 有 － －

99 地下4階 建屋 配管 止水板 有 － －

100 地下4階 建屋 配管 止水板 有 － －

101 地下4階 建屋 配管 止水板 有 － －

102 地下4階 建屋 配管 止水板 有 － －

103 地下4階 建屋 配管 止水板 有 － －

104 地下4階 建屋 配管 止水板 有 － －

105 地下4階 建屋 扉 止水板 有 － －
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前処理建屋(4/4)

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無

106 地下4階 建屋 配管 止水板 有 － －

107 地下4階 建屋 配管 止水板 有 － －

108 地下4階 建屋 配管 止水板 有 － －

109 地下4階 建屋 配管 止水板 有 － －

110 地下4階 屋外 無 モルタル 有 － －

28



分離建屋(1/2)

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

1 地下1階 屋外 配管 直埋 有 － －

2 地下1階 屋外 配管 直埋 有 － －

3 地下1階 屋外 配管 直埋 有 － －

4 地下1階 屋外 配管 直埋 有 － －

5 地下1階 屋外 配管 直埋 有 － －

6 地下1階 屋外 配管 直埋 有 － －

7 地下1階 洞道 配管 シール材 有 － －

8 地下1階 洞道 配管 シール処理 有 － －

9 地下1階 屋外 配管 直埋 有 － －

10 地下1階 洞道 配管 直埋 有 － －

11 地下1階 洞道 配管 モルタル 有 － －

12 地下1階 洞道 配管 モルタル 有 － －

13 地下1階 洞道 配管 モルタル 有 － －

14 地下1階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

15 地下1階 洞道 配管 シール材 有 － －

16 地下1階 洞道 配管 モルタル 有 － －

17 地下1階 洞道 無 閉止板 有 － －

18 地下1階 洞道 配管 モルタル 有 － －

19 地下1階 洞道 配管 モルタル 有 － －

20 地下1階 洞道 配管 モルタル 有 － －

21 地下1階 洞道 無 閉止板 有 － －

22 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

23 地下1階 建屋 扉 止水板 有 － －

24 地下2階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

25 地下2階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

26 地下2階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

27 地下2階 屋外 配管 直埋 有 － －

28 地下2階 屋外 配管 直埋 有 － －

29 地下2階 屋外 配管 直埋 有 － －

30 地下2階 屋外 配管 直埋 有 － －

31 地下2階 洞道 配管 シール処理 有 － －

32 地下2階 洞道 配管 シール処理 有 － －

33 地下2階 屋外 配管 直埋 有 － －

34 地下2階 屋外 配管 直埋 有 － －

35 地下2階 屋外 配管 直埋 有 － －

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無
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分離建屋(2/2)

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無

36 地下2階 洞道 配管 シール材 有 － －

37 地下2階 洞道 配管 シール材 有 － －

38 地下2階 洞道 配管 シール材 有 － －

39 地下2階 洞道 配管 モルタル 有 － －

40 地下2階 洞道 配管 シール材 有 － －

41 地下2階 洞道 配管 シール材 有 － －

42 地下2階 洞道 配管 直埋 有 － －

43 地下2階 洞道 配管 シール材 有 － －

44 地下2階 洞道 配管 シール材 有 － －

45 地下2階 洞道 配管 シール材 有 － －

46 地下2階 洞道 配管 シール材 有 － －

47 地下2階 建屋 配管 止水板 有 － －

48 地下2階 建屋 扉 止水板 有 － －

49 地下3階 屋外 配管 直埋 有 － －

50 地下3階 屋外 配管 直埋 有 － －

51 地下3階 屋外 配管 直埋 有 － －

52 地下3階 洞道 配管 モルタル 有 － －

53 地下3階 洞道 配管 シール材 有 － －

54 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

55 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

56 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

57 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

58 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

59 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

60 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

61 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

62 地下3階 建屋 扉 止水板 有 － －
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精製建屋

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

1 地下1階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

2 地下1階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

3 地下1階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

4 地下1階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

5 地下1階 屋外 配管 シール処理 有 － －

6 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

7 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

8 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

9 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

10 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

11 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

12 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

13 地下1階 洞道 配管 モルタル 有 － －

14 地下1階 洞道 配管 モルタル 有 － －

15 地下1階 洞道 配管 モルタル 有 － －

16 地下1階 屋外 配管 ブーツ 有 － －

17 地下1階 洞道 配管 シール処理 有 － －

18 地下2階 洞道 配管 シール処理 有 － －

19 地下2階 洞道 配管 シール処理 有 － －

20 地下2階 洞道 配管 シール処理 有 － －

21 地下3階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

22 地下3階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無
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ウラン脱硝建屋

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

1 地下1階 屋外 配管 モルタル 有 － －

2 地下1階 屋外 配管 モルタル 有 － －

3 地下1階 洞道 配管 無 無 無 無

4 地下1階 洞道 ダクト 無 無 無 無

5 地下1階 屋外 配管 モルタル 有 － －

6 地下1階 洞道 配管 無 無 無 無

7 地下1階 洞道 電線管 無 無 無 無

8 地下1階 洞道 電線管 無 無 無 無

9 地下1階 屋外 配管 閉止板 有 － －

10 地下1階 洞道 配管 無 無 無 無

11 地下1階 屋外 配管 モルタル 有 － －

12 地下1階 洞道 配管 無 無 無 無

13 地下1階 洞道 配管 無 無 無 無

14 地下1階 洞道 配管 無 無 無 無

15 地下1階 洞道 配管 無 無 無 無

16 地下1階 洞道 配管 無 無 無 無

17 地下1階 洞道 配管 無 無 無 無

18 地下1階 洞道 配管 無 無 無 無

19 地下1階 洞道 配管 無 無 無 無

20 地下1階 洞道 配管 無 無 無 無

21 地下1階 洞道 ケーブルトレイ モルタル 有 － －

22 地下1階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

23 地下1階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

24 地下1階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

25 地下1階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

26 地下1階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

27 地下1階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

28 地下1階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

29 地下1階 洞道 配管 シール処理 有 － －

30 地下1階 洞道 配管 無 無 無 無

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無

貫通部
Ｎｏ．
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ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋(1/2)

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

1 地下1階 洞道 配管 シール処理 有 － －

2 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

3 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

4 地下1階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

5 地下1階 洞道 配管 シール材 有 － －

6 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

7 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

8 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

9 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

10 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

11 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

12 地下1階 屋外 配管 モルタル 有 － －

13 地下1階 屋外 配管 モルタル 有 － －

14 地下1階 屋外 配管 モルタル 有 － －

15 地下1階 屋外 配管 シール処理 有 － －

16 地下1階 屋外 配管 シール処理 有 － －

17 地下2階 洞道 配管 シール処理 有 － －

18 地下2階 洞道 ダクト 無 無 無 有

19 地下2階 洞道 配管 シール材 有 － －

20 地下2階 洞道 配管 シール材 有 － －

21 地下2階 洞道 配管 シール材 有 － －

22 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

23 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

24 地下2階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

25 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

26 地下2階 洞道 配管 シール材 有 － －

27 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

28 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

29 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

30 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

31 地下2階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

32 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

33 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

34 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

35 地下2階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無
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ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋(2/2)

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無

36 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

37 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

38 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

39 地下2階 建屋 電線管 止水板 有 － －
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ウラン酸化物貯蔵建屋

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

1 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

2 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

3 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

4 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

5 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

6 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

7 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

8 地下1階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

9 地下1階 建屋 電線管 止水板 有 － －

10 地下1階 建屋 電線管 止水板 有 － －

11 地下1階 建屋 扉 止水板 有 － －

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無
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ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

1 地下1階 屋外 配管 モルタル 有 － －

2 地下1階 屋外 配管 モルタル 有 － －

3 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

4 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

5 地下1階 建屋
配管

ケーブルトレイ
止水板 有 － －

6 地下1階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

7 地下1階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

8 地下2階 建屋 扉 止水板 有 － －

9 地下3階 洞道 配管 モルタル 有 － －

10 地下3階 洞道 配管 モルタル 有 － －

11 地下3階 洞道 ダクト 閉止板 有 － －

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無

36



高レベル廃液ガラス固化建屋

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

1 地下1階 洞道 配管 閉止板 有 － －

2 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

3 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

4 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

5 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

6 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

7 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

8 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

9 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

10 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

11 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

12 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

13 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

14 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

15 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

16 地下2階 洞道 配管 シール処理 有 － －

17 地下3階 洞道 ケーブルトレイ シール材 有 － －

18 地下3階 洞道 配管 シール材 有 － －

19 地下3階 洞道 配管 シール材 有 － －

20 地下3階 洞道 配管 シール材 有 － －

21 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

22 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

23 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

24 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無

37



第１ガラス固化体貯蔵建屋東棟

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

1 地下1階 洞道 ケーブルトレイ シール材 有 － －

2 地下1階 洞道 ダクト 閉止板 有 － －

3 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

4 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

5 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

6 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

7 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

8 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

9 地下1階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

10 地下1階 洞道 配管 シール材 有 － －

11 地下1階 屋外 配管 シール処理 有 － －

12 地下1階 屋外 配管 シール処理 有 － －

13 地下2階 建屋 扉 止水板 有 － －

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無

貫通部
Ｎｏ．
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制御建屋(1/2)

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

1 地下1階 屋外 配管 ブーツ 有 － －

2 地下1階 屋外 配管 閉止板 有 － －

3 地下1階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

4 地下1階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

5 地下1階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

6 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

7 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

8 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

9 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

10 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

11 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

12 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

13 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

14 地下1階 建屋 配管 止水板 有 － －

15 地下1階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

16 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

17 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

18 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

19 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

20 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

21 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

22 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

23 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

24 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

25 地下2階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

26 地下2階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

27 地下2階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

28 地下2階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

29 地下2階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 有

30 地下2階 建屋 配管 止水板 有 － －

31 地下2階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

32 地下2階 建屋 配管 止水板 有 － －

33 地下2階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

34 地下2階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

35 地下2階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無
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制御建屋(2/2)

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無

36 地下2階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

37 地下2階 屋外 無 モルタル 有 － －

38 地下2階 屋外 無 モルタル 有 － －

39 地下2階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －
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分析建屋(1/2)

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

1 地下1階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

2 地下1階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

3 地下1階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

4 地下1階 建屋 ケーブルトレイ 土のう 有 ※１ － －

5 地下1階 建屋 ケーブルトレイ 土のう 有 ※１ － －

6 地下1階 建屋 ケーブルトレイ 土のう 有 ※１ － －

7 地下1階 建屋 ダクト 土のう 有 ※１ － －

8 地下1階 建屋 配管 土のう 有 ※１ － －

9 地下1階 建屋 配管 土のう 有 ※１ － －

10 地下1階 建屋 配管 土のう 有 ※１ － －

11 地下1階 建屋 扉 止水板 有 － －

12 地下2階 屋外 無 モルタル 有 － －

13 地下2階 屋外 無 モルタル 有 － －

14 地下2階 屋外 無 モルタル 有 － －

15 地下2階 洞道 配管 モルタル 有 － －

16 地下2階 洞道 配管 モルタル 有 － －

17 地下2階 洞道 配管 モルタル 有 － －

18 地下2階 洞道 配管 モルタル 有 － －

19 地下2階 建屋 配管 土のう 有 ※１ － －

20 地下2階 建屋 配管 土のう 有 ※１ － －

21 地下2階 建屋 配管 土のう 有 ※１ － －

22 地下2階 建屋 配管 土のう 有 ※１ － －

23 地下2階 建屋 配管 土のう 有 ※１ － －

24 地下3階 洞道 配管 ブーツ 有 － －

25 地下3階 洞道 無 モルタル 有 － －

26 地下3階 洞道 配管 モルタル 有 － －

27 地下3階 洞道 無 モルタル 有 － －

28 地下3階 洞道 配管 モルタル 有 － －

29 地下3階 洞道 ケーブルトレイ モルタル 有 － －

30 地下3階 洞道 ケーブルトレイ モルタル 有 － －

31 地下3階 洞道 ケーブルトレイ モルタル 有 － －

32 地下3階 洞道 配管 シール材 有 － －

33 地下3階 洞道 ダクト モルタル 有 － －

34 地下3階 屋外 無 モルタル 有 － －

35 地下3階 屋外 無 モルタル 有 － －

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無
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分析建屋(2/2)

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無

36 地下3階 屋外 無 モルタル 有 － －

37 地下3階 屋外 無 モルタル 有 － －

38 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

39 地下3階 建屋 配管 止水板 有 － －

40 地下3階 建屋 電線管 止水板 有 － －

41 地下3階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

42 地下3階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

43 地下3階 建屋 ケーブルトレイ 止水板 有 － －

44 地下3階 建屋 電線管 止水板 有 － －

45 地下3階 建屋 配管 土のう 有 ※１ － －

46 地下3階 建屋 配管 土のう 有 ※１ － －

47 地下3階 建屋 配管 土のう 有 ※１ － －

48 地下3階 建屋 配管 土のう 有 ※１ － －

49 地下3階 建屋 配管 土のう 有 ※１ － －

※１ 8月17日に発生した雨水の流入事象を踏まえ、建屋－建屋間の隙間に設置された止水板が破損している可能性が

あるため、建屋際の隙間に土のうを設置し、建屋間の隙間からの水の浸入を防ぐ措置を実施している(下図参照)。
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非常用電源建屋(1/2)

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

1 地下1階 ケーブルピット ケーブルトレイ シール材 有 － －

2 地下1階 ケーブルピット 配管 閉止板 有 － －

3 地下1階 ケーブルピット 配管 閉止板 有 － －

4 地下1階 ケーブルピット 配管 閉止板 有 － －

5 地下1階 ケーブルピット 電線管 モルタル 有 － －

6 地下1階 ケーブルピット 電線管 モルタル 有 － －

7 地下1階 ケーブルピット 電線管 モルタル 有 － －

8 地下1階 ケーブルピット 電線管 モルタル 有 － －

9 地下1階 配管ピット 配管 閉止板 有 － －

10 地下1階 配管ピット 配管 閉止板 有 － －

11 地下1階 配管ピット 配管 閉止板 有 － －

12 地下1階 配管ピット 配管 閉止板 有 － －

13 地下1階 配管ピット 電線管 モルタル 有 － －

14 地下1階 洞道 配管 閉止板 有 － －

15 地下1階 洞道 配管 閉止板 有 － －

16 地下1階 洞道 配管 閉止板 有 － －

17 地下1階 洞道 配管 閉止板 有 － －

18 地下1階 洞道 ケーブルトレイ シール材 有 － －

19 地下1階 洞道 ケーブルトレイ シール材 有 － －

20 地下1階 洞道 ケーブルトレイ シール材 有 － －

21 地下1階 洞道 ケーブルトレイ シール材 有 － －

22 地下1階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

23 地下1階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

24 地下1階 洞道 ケーブルトレイ シール材 有 － －

25 地下1階 洞道 ケーブルトレイ シール材 有 － －

26 地下1階 洞道 ケーブルトレイ シール材 有 － －

27 地下1階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

28 地下1階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

29 地下1階 洞道 電線管 モルタル 有 － －

30 地下1階 洞道 ケーブルトレイ シール材 有 － －

31 地下1階 洞道 ケーブルトレイ シール材 有 － －

32 地下1階 洞道 ケーブルトレイ シール材 有 － －

33 地下1階 配管ピット 配管 閉止板 有 － －

34 地下1階 配管ピット 配管 閉止板 有 － －

35 地下1階 配管ピット 配管 閉止板 有 － －

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無
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非常用電源建屋(2/2)

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無

36 地下1階 配管ピット 配管 閉止板 有 － －

37 地下1階 配管ピット 電線管 モルタル 有 － －

38 地下1階 ケーブルピット 配管 閉止板 有 － －

39 地下1階 ケーブルピット 配管 閉止板 有 － －

40 地下1階 ケーブルピット 配管 閉止板 有 － －

41 地下1階 ケーブルピット 配管 閉止板 有 － －

42 地下1階 ケーブルピット ケーブルトレイ シール材 有 － －

43 地下1階 ケーブルピット 電線管 モルタル 有 － －

44 地下1階 ケーブルピット 電線管 モルタル 有 － －

45 地下1階 ケーブルピット 電線管 モルタル 有 － －

46 地下1階 ケーブルピット 電線管 モルタル 有 － －

47 地下1階 洞道 配管 閉止板 有 － －

48 地下1階 洞道 配管 閉止板 有 － －

49 地下1階 洞道 配管 閉止板 有 － －

50 地下1階 洞道 配管 閉止板 有 － －
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主排気筒管理建屋

階 貫通先 貫通対象物
水の浸入を防ぐ措置の

実施状況
水の浸入を防ぐ
措置の有無

開口部下の壁面
開口部が存在する階

の床面

1 地下1階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 無

2 地下1階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 無

3 地下1階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 無

4 地下1階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 無

5 地下1階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 無

6 地下1階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 無

7 地下1階 洞道
ケーブルトレイ.

配管
無 無 無 無

8 地下1階 洞道 ケーブルトレイ 無 無 無 無

9 地下1階 屋外 配管 モルタル 有 － －

10 地下1階 屋外 電線管 モルタル 有 － －

貫通部
Ｎｏ．

貫通部情報
当該貫通部から浸入した水の影響を受ける
可能性のある安全上重要な施設の有無
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添付資料－３ 

 
 
 
 
 
 
 
 

水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施設一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜凡例＞ 

：水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施設が設置される区画 

：水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部 No.              

（添付資料－２の貫通部 No.）                  

【 】：当該区画内における水の影響を受ける可能性のある安全上重要な施

設の機能喪失最低高さ     

：貫通部の位置                         
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■評価方法 

  水の浸入を防ぐ措置が未実施の建屋貫通部へ一般共同溝から水が浸入するまで

の時間余裕は、①、②、③、④式を用いて評価した。評価モデルを図２に示す。 

 

時間余裕Ｐ(ｈ)＝一般共同溝有効体積Ｖ(ｍ3)÷一般共同溝最大発生水量Ｗ(ｍ3/ｈ) 

                               ・・・① 

 

一般共同溝有効体積Ｖ(ｍ3)＝一般共同溝幅α(ｍ)×一般同溝長さβ(ｍ)×貫通部ま

での高さγ(ｍ)×配管占有率及び計算誤差等を考慮し

た安全係数ＡＶ（0.5） 

                               ・・・② 

＜区分１＞ 

一般共同溝最大発生水量Ｗ(ｍ3/ｈ)＝一般共同溝日最大発生水量実績Ｗ’(ｍ3/day)

÷24（ｈ/day）×安全係数ＡＷ（2） 

                               ・・・③ 

 

＜区分２、区分３、区分４＞ 

一般共同溝最大発生水量Ｗ(ｍ3/h)＝一般共同溝最大発生水量Ｗm(ｍ3/ｈ)÷一般共同

溝床面積（ｍ2）×区分２～４それぞれの一般共

同溝床面積（ｍ2） 

                               ・・・④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 貫通部へ一般共同溝から水が浸入するまでの時間余裕評価モデル 
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２．評価結果 
一般共同溝から建屋へ水の浸入を防ぐ措置が未実施の貫通部を通じて水が浸入

するまでの時間余裕は、表－１に示すとおりであり、約 176時間であることを確認

した。 

 

表－１ 一般共同溝から水が浸入するまでの時間余裕評価結果 

区分 
一般共同溝有効体積Ｖ

（ｍ3） 

一般共同溝最大発生水量Ｗ

（ｍ3/ｈ） 

時間余裕Ｐ

(ｈ) 

区分１ 約 3.3×102 約 1.9×100 約 176 

区分２ 約 1.2×102 約 1.9×10-1 ※ 約 632 

区分３ 約 1.6×101 約 4.0×10-2 ※ 約 400 

区分４ 約 4.8×100 約 2.5×10-2 ※ 約 192 

 

※ 当該区分は、排水実績が確認できないことから、一般共同溝内全域のうち、排水

実績の確認が可能な区分における単位面積あたりの一般共同溝最大発生水量が

最大となる値を用いて算出した。 

 

 

以 上 
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図２ 一般共同溝の平面図 

 

(b)  貫通部（重油タンク室）からの水が浸入する可能性 

  当該一般共同溝は、重油タンク室に接しており、重油タンク室に繋がる配

管の貫通部が存在している。仮に重油タンク室内に水の浸入がある場合は、

貫通部を通じて、当該一般共同溝に水が浸入する可能性がある。このため、

この貫通部に対して水の浸入を防ぐ措置の有無を確認し、シール処理による

水の浸入を防ぐ措置が実施されていることを確認した。さらに、マンホール

についてもシール処理による水の浸入を防ぐ措置が実施されていることを確

認したことから、重油タンク室への水の浸入はないと評価する。 

 

図３ 重油タンク室における水の浸入を防ぐ措置 

 

 以上より、「使用済燃料受入れ・貯蔵建屋」と「使用済燃料の受入れ施設及び

貯蔵施設用 安全冷却水系冷却塔 B 基礎」に繋がる一般共同溝には、水が浸入

するおそれはないと評価する。 

以 上 
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